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　平成２６年第２回稲敷市議会定例会が、６月３日から６月１３日までの
１１日間にわたって開かれました。
　開会日には、市長から３０議案が提案（専決処分の承認案件５件、条例
制定１件、条例改正７件、一般会計補正予算案１件、市道の認定・変更・
廃止案３件、動産の買入れ案１件、人事案件６件、諮問案件１件、その他
に報告案件５件）され、請願２件の上程・付託後、人事案件、諮問案件が
採決されました。
　最終日には、各常任委員長から審査経過等の報告を受けた後、討論・採
決を実施し、議案は全件可決されました。また、議会からは議員提案とし
て発議１件が提出されました。
　議会の審議内容及び議決の概要結果については、下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

６月　３日（火）開会
議案について市長の提案理由説明を受ける（３０議案）。
人事案件６件・諮問案件１件について市長の提案理由説明
後、質疑、討論を省略し採決を行う。

（議案調査のため６月４日は休会）
６月　５日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
６月　６日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【２名】

議案に対する通告質疑はなく、審査のため各常任委員会へ
議案１８件を付託する。

６月　９日（月）常任委員会による付託議案審査【総務教育常任委員会】
６月１０日（火）常任委員会による付託議案審査【産業建設常任委員会】
６月１１日（水）常任委員会による付託議案審査【市民福祉常任委員会】

（議事整理のため６月１２日は休会）
６月１３日（金）各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。

議案１８件に対して討論、採決を行う。
請願２件に対して討論、採決を行う。
議員発議により条例改正案件１件を追加議案として提出。
追加議案に対し質疑、討論、採決を行う。
閉会
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議
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れ
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果
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次回改選より議員定数を22名から20名に
議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

報告第１号 平成26年度一般財団法人稲敷市
農業公社事業の報告について

地方自治法の規定による、平成26年度
事業計画及び平成25年度事業の報告 ― 報告

報告第２号 平成25年度稲敷市一般会計予算
の継続費繰越計算書について

新利根地区新設小学校建設事業費13億
8,825万８千円を報告 ― 報告

報告第３号
平成25年度稲敷市一般会計予算
の繰越明許費繰越計算書につい
て

江戸崎・美浦統合消防署用地造成事業
をはじめ全14事業、繰越額合計７億
7,723万７千円を報告

― 報告

報告第４号
平成25年度稲敷市公共下水道事
業特別会計予算の繰越明許費繰
越計算書について

下水道施設修繕費ほか３事業、繰越額
合計１億8,217万４千円を報告 ― 報告

報告第５号 平成25年度稲敷市水道事業会計
予算の繰越計算書について

地方公営企業法の規定により、資本的
支出経費の繰越しを報告 ― 報告

議案第36号
専決処分の承認を求めることに
ついて
（平成25年度稲敷市一般会計補
正予算（第７号））

新利根地区新設小学校建設事業費13億
8,825万８千円をはじめ17億2,139万５
千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
225億4,841万４千円とする３月31日付
け専決処分

各常任委員会 原案承認（20：０）

議案第37号
専決処分の承認を求めることに
ついて
（平成25年度稲敷市公共下水道
事業特別会計補正予算第５号）

既定の予算額に4,200万円を追加し、
歳入歳出予算の総額を19億5,017万３
千円とする３月31日付け専決処分

産業建設 原案承認
（20：０）

議案第38号
専決処分の承認を求めることに
ついて
（稲敷市税条例等の一部を改正
する条例）

地方税法の一部を改正する法律及び政
令・省令が平成26年３月31日に公布さ
れたことに伴い、市税条例等の一部に
改正が生じたための専決処分

市民福祉 原案承認
（19：１）

平成26年第２回
稲敷市議会定例会
平成26年第２回
稲敷市議会定例会

稲敷市議会議員の定数を定める
条例の一部改正についてを可決
稲敷市議会議員の定数を定める
条例の一部改正についてを可決

平成26年第２回
稲敷市議会定例会
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第39号
専決処分の承認を求めることに
ついて
（稲敷市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例）

地方税法施行令の一部を改正する政令
が平成26年３月31日に公布されたこと
に伴い、市国民健康保険税条例の一部
を改正する必要が生じたための専決処
分

市民福祉 原案承認
（19：１）

議案第40号
専決処分の承認を求めることに
ついて
（平成26年度稲敷市一般会計補
正予算（第１号））

歳入歳出予算の総額を207億4,796万６
千円とする 各常任委員会 原案承認（20：０）

議案第41号 稲敷市いじめ再調査委員会条例
の制定について

「いじめ防止対策推進法」及び「稲敷
市いじめ防止基本方針」に基づき「稲
敷市いじめ再調査委員会」を設置する
もの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第42号
稲敷市特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正について

「稲敷市いじめ再調査委員会条例の制
定」に伴い、いじめ再調査員会の委員
長及び委員の報酬及び費用弁償を追加
するもの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第43号 稲敷市保育所設置条例の一部改
正について

本年９月の桜川こども園の開園にあた
り、現在の桜川保育所の入所児童定員
数を70名から100名に増やし、さらな
る保育の充実を図るために、関係規定
を改正するもの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第44号 稲敷市立保育所一時保育事業実
施条例の一部改正について

保育所を利用しない家庭において、一
時的に保育が困難となる場合の預かる
施設に、桜川保育所を追加するために、
条例の一部を改正するもの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第45号 稲敷市立認定こども園設置及び
管理条例の一部改正について

桜川幼稚園と桜川保育所を本年９月か
ら桜川こども園として設置するにあた
り、一貫した保育及び幼児教育の充実
を図ることを目的として、関係規程を
改正するもの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第46号 稲敷市医療福祉費支給に関する
条例の一部改正について

茨城県の医療福祉対策要綱が改正さ
れ、対象者となる小児の給付範囲が拡
大されたことに伴い、稲敷市医療福祉
費支給に関する条例について対象者の
適用区分の改正をするもの

市民福祉 原案可決
（20：０）

議案第47号 稲敷市安全な飲料水の確保に関
する条例の一部改正について

現行条例に、罰則規定を追加するもの
で、所要の改正を行うもの 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第48号
稲敷市非常勤消防団員に係る退
職報償金の支給に関する条例の
一部改正について

消防団員等公務災害補償等責任共済等
に関する法律施行令の一部を改正する
政令が施行されたことに伴い条例の一
部を改正するもの

市民福祉 原案可決
（20：０）

議案第49号 平成26年度稲敷市一般会計補正
予算（第２号）

歳入歳出予算の総額を208億2,386万円
とする 各常任委員会 原案可決（20：０）

議案第50号 市道路線の認定について 市道桜川4212号線を認定するもの 産業建設 原案可決
（20：０）



議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第51号 市道路線の変更について 市道桜川3381号線を変更するもの 産業建設 原案可決
（20：０）

議案第52号 市道路線の廃止について 市道桜川3384号線を廃止するもの 産業建設 原案可決
（20：０）

議案第53号 動産の買入れについて
契約金額：6,901万２千円
契約内容：稲敷市立新利根小学校新校
舎施設備品一式

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第54号 教育委員会委員の任命について 柴　　崎　　坂本　繁 ― 原案同意
（20：０）

議案第55号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について 信太古渡　　親見　清志 ― 原案同意

（20：０）

議案第56号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について 中　　山　　大竹　克己 ― 原案同意

（20：０）

議案第57号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について 神 宮 寺　　塚本　善和 ― 原案同意

（20：０）

議案第58号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について 阿 波 崎　　黒田　利仁 ― 原案同意

（20：０）

議案第59号 固定資産評価審査委員会委員の
選任について 土 浦 市　　石上　康夫 ― 原案同意

（20：０）

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 江 戸 崎　　高田　賢一 ― 原案同意

（20：０）

発議第１号 稲敷市議会議員の定数を定める
条例の一部改正について

本市議会議員の定数を22人から20人に
制定するもの ― 原案可決

（19：１）
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受付日 件　　　　名 提　出　者
住所・氏名 付託委員会 審議結果

（賛成：反対）

請願第１号
（H26. 2 .18）

要支援者を介護予防給付
から切り離すことに反対
の請願

水戸市
茨城県社会保障推進協議会
代表委員　瀧澤　利行　山川　文男
　　　　　榊原　徹

市民福祉 不採択
（３：17）

請願第２号
（H26. 5 .15）

「労働者保護ルールの現
行制度の維持・改善を求
める意見書」の採択に関
する請願

牛久市
日本労働組合総連合会茨城県連合会
県南地域協議会
議　　長　木村　太一

産業建設 不採択
（３：17）

請 願 の 申 請 結 果



生活保護制度は、憲法25条に規定される最後
のセーフティネットである。生活保護費の4分

の３が国負担、４分の１を市費で賄っている。昨今の
受給者の増加に伴い市の財政を圧迫していることが考
えられる。そこで本市の生活保護費、受給世帯数及び今後の見通しを伺う。

現行の生活保護制度のもとでは不正受給よりも、本来生活保護を受ける資
格がありながら給付を受けていない深刻な状態にあることも忘れてはなり

ません。本当に保護が必要な世帯を見逃すことがないよう実態を正確に把握し受
給漏れ防止対策はどのように取組んでいるのか伺う。

近年の生活保護世帯数の増加、医療扶助費の増加により生活保護費が市の
財政を圧迫している。生活保護費の増加を少しでも抑えていくためには、

就労支援の強化、ケースワーカーの強化など、多方面での取り組みが必要となる。
そこで、生活保護費抑制の為にどのような取組みを行っているのか伺う。

平成25年度保護費は、７億7,037万円、被保護者数は、305世帯370人です。
なお、平成26年４月１日時点では、被保護者数297世帯、345人となってい

ます。今後の被保護者は、300世帯350人程度で推移すると考えます。

生活困窮者の把握については、民生委員はもちろん、電気・ガス・
水道などの公共事業者の方々に協力をいただいています。また、

民生委員協議会開催の際は、随時ケースワーカーを出席させ保護制度の説明等を
行い連携を図っています。

保護費の中で大きな
割合を占めている医

療扶助費については、レセプト点検、
ジェネリック医薬品の使用促進、自
立促進のためにハローワークと随時
連携し、就労支援を行い月１回のハ
ローワーク巡回相談を実施していま
す。また、ケースワーカーの配置に
ついては、社会福祉法の基準を満た
している状況です。
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竹 神 裕 輔
議 員

生活保護費、世帯数の推移は
田口市長 平成25年度の保護費は

７億7,037万円

竹神

竹神

竹神

市長

保健福祉部長

保健福祉部長
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さ
れ

た
際
に
は
、
市
全
体
の
小
中
一

貫
教
育
に
つ
い
て
検
討
協
議
を
す
る
の

か
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
小
中
一

貫
教
育
の
導
入
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

学
校
再
編
整
備
実
施
計
画
に
お

け
る
小
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、
少
子
化
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
る

の
が
数
年
前
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
質
問
し
て
も
、

そ
の
議
論
さ
れ
た
内
容
が
小
中
一
貫
教

育
の
導
入
も
含
め
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

そ
こ
で
、
今
回
の
質
問
内
容
の
検
討
時

期
と
そ
の
結
果
は
報
告
し
て
も
ら
え
る

の
か
。

篠
田

篠
田

教
育
長

市
長

桜川中での小中一貫教育の導入は
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一
般
質
問

寡婦とは、法律婚を得た上で死別・離婚によりシングルに
なった女性を指し、寡婦控除とは、寡婦の所得の一部を控

除して所得税を軽減する制度である。しかし、寡婦控除は婚姻制
度の中に入ったことのある女性に適用されると限定され、未婚の
ひとり親家庭には、適用されない。そこで、市の子育て支援対策
として未婚のひとり親に対し、保育料や市営住宅の家賃の軽減などのみなし適用をする考え
はあるのか。また、未婚のひとり親の現状を伺う。

未婚既婚の確認についてはデリケートでありプライバシーにかなり立ち入ることにな
ると考えられるが、この確認については、子ども家庭課で確認をしているのか。また、

市営住宅は、母子家庭の優先入居や家賃の減免措置されているのかその状況を伺う。

児童扶養手当は、未婚のひとり親家庭にも支給していますが、保育料については、適
用されず、また幼稚園の授業料も定額です。

　４月１日現在、児童扶養手当対象となる未婚ひとり親は、母子39人、父子３人です。保育
料等は、最終的に市町村が国の公定価格をもとに保育料を定めますが、その際に未婚のひと
り親のみなし適用についても検討事項に含め子育て支援の一つとして検討します。

未婚既婚の確認については、子ども家庭課で行っている児童扶養手当支給におけ
る現状調査の様式にその事項が盛り込まれています。適用するにあたっては、デ

リケートな個人情報の為、各課で情報の共有ができるのかが課題となります。

現在、市営住宅には13団
地207世帯が入居し、そ

のうち母子世帯が35世帯となっていま
す。入居待ちについては、7世帯でその
うち母子世帯が4世帯です。家賃につい
ては、入居者の収入により算定され、ま
た、寡婦控除のみなし適用は行っていま
せん。入居の優先順位については、条例
で市長が割当をした市営住宅に優先的に
入居させることができるとあり、個別の
事情を考慮し母子世帯を寡婦とそれ以外
に分けるものでなく同様に扱っていま
す。市営住宅の家賃算定における寡婦の
みなし適用については、ひとり親世帯の
子育て支援という観点から、関係部局と
協議検討します。

松 戸 千 秋
議 員

寡婦控除のみなし適用は
田口市長 子育て支援の一つとして検討

松戸

松戸

市長

教育部長

産業建設部長
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政
市

を
問
う

大湖 金四郎
議 員

江
戸
崎
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
に

つ
い
て

教
育
部
長
整
備
方
法
を
調
査
検
討
し

安
全
対
策
を
進
め
る

江
戸
崎
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

は
、
開
設
10
年
以
上
を
経
過
し

て
い
る
が
、
敷
い
て
あ
る
ラ
バ
ー
人
工

芝
が
劣
化
し
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
な
く
、
転

倒
す
る
と
膝
を
す
り
む
く
な
ど
け
が
人

が
多
く
出
て
お
り
、
早
急
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺

う
。

当
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
平
成

16
年
８
月
に
多
目
的
グ
ラ

ン
ド
と
し
て
供
用
が
開
始
さ
れ
、
10
年

が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
工
芝
の
経
年
劣
化
も
目
立
っ
て
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
市
全
体
の
施
設
利

用
計
画
も
含
め
、
効
率
的
な
整
備
方
法

や
財
源
確

保
を
調
査

検
討
し
た

上
で
、
改

修
計
画
を

作
成
し
た

い
と
考
え

て
お
り
ま

す
。

大
湖

教
育
部
長

高齢者やベビカーを利用するお母さ
ん方にも使いやすい江戸崎公民館と

なるよう、エレベーターの設置を求めてき
たが、設置スペースのあることがわかった
と聞いております。実現に向けての計画を
伺う。

江戸崎公民館の階段は、こう配
が急で段数も多く、その解決に

向け調査したところ、エレベーター設置ス
ペースが確認できました。
　建設後27年目であり補強等の必要性につ
いて調査研究を行った上で、すべての市民
が利用しやすい施設として活用できるよう
整備を検討したいと考えております。

江戸崎公民館にエレベーターの設置を
教育部長 安全性の確保などを調査研究し検討したい

大湖

教育部長
段数の多い公民館階段

人工芝改修が必要なサッカー場
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一
般
質
問

平
成
24
年
9
月
の
水
道
運
営

協
議
会
の
答
申
を
受
け
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
値
下
げ
を
し
た

場
合
、
水
道
会
計
へ
の
赤
字
補
て
ん

は
、毎
年
1
億
円
以
上
と
な
り
ま
す
。

市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
補
て
ん

金
を
支
出
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判

断
し
ま
し
た
。
水
道
事
業
は
、
独
立

採
算
が
原
則
で
あ
り
水
道
財
政
の
健

全
化
を
図
り
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
料

金
値
下
げ
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
調

査
検
討
し
ま
す
。

子どもの貧困化・少
子化が問題になって

いるが、苦しい家計を考え
て進学を諦めるなど、悲し
い思いをする子どもが後を
絶たない。その対策として平成25年第２回定例会で、
学校給食の無料化を取り上げたが、再度学校給食の無
料化についての検討を伺いたい。

今後の市の財政状況を見通しますと、確実に交
付税は減額され、年間約一億五千万円が必要と

なる学校給食の完全無料化は難しい状況ですが、一部
無料化について実施可能か、今後の状況を見ながら検
討してまいります。

山 口 清 吉
議 員

学校給食の無料化を

水
道
料
金
の
値
下
げ
実
現
は

田口市長

田
口
市
長

財政状況を見極めながら
検討する　

水
道
財
政
の
健
全
化
を
図
り

　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
す
る

山口

現
在
、
市
の
水
道
基
本
料
金

は
、
茨
城
県
で
一
番
高
い
。

市
の
1
カ
月
の
水
道
料
金
は
、
他
市

町
村
の
２
カ
月
分
に
相
当
す
る
と
い

う
市
民
の
声
が
聞
か
れ
る
。
平
成
24

年
2
回
定
例
会
で
市
民
の
負
担
軽
減

を
早
期
に
実
施
し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
合
併
算
定
替
え

の
終
了
に
よ
る
交
付
税
の
減
少
を
理

由
に
値
下
げ
見
送
り
に
な
っ
て
い

る
。
交
付
税
の
合
併
算
定
終
了
後
の

方
向
が
見
え
て
き
た
こ
と
か
ら
値
下

げ
の
実
現
を
願
い
伺
う
。

山
口

市
長

市長

こ
の
ほ
か
、
普
通
交
付
税
算
定
替
え
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

楽しい給食タイム

?
用
語
解
説

年
目
以
降
は
そ
の
額
を
縮
減
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
合
併
市
町
村
が
交
付
税
上

不
利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
。

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
と
は
、「
合

併
後
10
年
間
は
別
々
の
市
町
村
が
存
在
す

る
も
の
と
み
な
し
て
計
算
し
た
交
付
税
額

の
合
算
額
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
し
、
11
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政
市

を
問
う

田
口
市
長

根 本 光 治
議 員

新
制
江
戸
崎
小
学
校
統
合
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
め
方
は

よ
り
丁
寧
な
説
明
を
し

　
　
　
　
　
　
　
理
解
を
得
る

学
校
は
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
の

大
き
な
集
団
の
中
で
、
切
磋
琢

磨
し
て
成
長
し
て
い
け
る
環
境
で
あ
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
へ
、よ
り
丁
寧
な
説
明
を
し
、

合
併
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
き
ま

す
。
必
要
で
あ
れ
ば
当
然
私
も
説
明
に

う
か
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
教
育

部
局
の
増

員
に
つ
い

て
も
、
副

市
長
、
教

育
長
、
教

育
部
局
の

意
見
を
聞

き
、
検
討

し
て
い
き

ま
す
。

小
学
校
再
編
整
備
計
画
で
は
今

年
４
月
に
は
、
新
制
江
戸
崎
小

学
校
と
し
て
江
戸
崎
小
、
君
賀
小
、
鳩

崎
小
学
校
が
統
合
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
鳩
崎
、
君
賀
両
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
こ
の
計
画
へ
の
不
信
感
か
ら
見
送

り
の
決
定
が
な
さ
れ
る
な
ど
見
え
な
い

方
向
性
に
よ
り
学
校
に
通
う
子
供
た
ち

そ
の
保
護
者
、
こ
れ
か
ら
入
学
予
定
の

子
供
た
ち
ま
で
も
大
変
困
惑
し
て
い
る
。

そ
こ
で
計
画
の
進
め
方
や
、
担
当
職
員

の
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

根
本

合併当初、市民プールの案や維持管
理費などを考慮し、学校のプールの

大規模改修や新設を行わず、一般の方々に
も利用できる市民プール等をつくりその施
設を市内学校で活用する方向であったため、

市内の学校のプール利用につきまし
ては、学校再編の状況をよく勘案し

た中で複数校での共同利用も含めた整備方
針を検討していきます。
　高田小学校のプールの整備につきまして
は、今までの経緯を把握し、早急に説明に
入りたいと思います。その中でご意見を伺
いながら今後の方針を進めてまいります。

平成17年新設の高田小学校にプールは作
らなかった。しかし、今年度新設された新
利根小学校ではプールが整備される。はっ
きりとした、今後の方向性を伺う。

市内学校プール整備計画の方向性は
田口市長 皆さまのご意見を伺い今後の対策に

根本

市長

プール大好き

小学校再編整備はどうなる（江戸崎小）
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一
般
質
問今年度立ち上げのプロジェクトチームの中で、人口減少対

策についてどのような位置づけで、いつ頃を目途に施策が
出されるのかを伺う。

プロジェクトチームは、副市長をトップとした各部長で構成するものです。
各世代層へのヒヤリングや、対策を行う分野も複合的にし、検討を進めていき

ます。スケジュールにつきましては８月に方向性を、10
月には具体策を出せればと考えています。

人口減少対策について、このプロジェクトチー
ムを中心に、職員と力を合わせ具現化に取り組

みます。10月ごろまでには議員の方にご説明をし、最終
的には来年３月の議会で予算の議決をいただいたのち計
画を作っていきたいと思います。

山 本 彰 治
議 員

地域にあった少子化対策の
早期実現を

市長公室長 プロジェクトチームで
　　総合的な施策展開を

山本

市長公室長

副市長

江
戸
崎
地
区
第
一
と
、

新
利
根
地
区
の
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
に
お

い
て
も
待
機
児
童
が
い
る
た
め
、
対

応
策
を
早
急
に
考
え
て
ま
い
り
ま

す
。
他
の
地
区
も
増
加
が
予
想
さ
れ

る
個
所
に
つ
き
ま
し
て
は
対
応
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時

に
指
導
員
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て

も
、
市
外
を
含
め
て
の
募
集
が
必
要

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

江
戸
崎
地
区
と
新
利
根
地
区

に
つ
き
ま
し
て
は
、
直
ち
に

関
係
各
課
を
召
集
し
７
月
中
に
は
方

向
性
を
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
増
員
に
対
す
る
準
備
は

教
育
部
長
他
の
地
区
も
ふ
く
め

　
　
　
　
　
　
対
応
す
る

来
年
度
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
に

預
け
ら
れ
る
学
年
が
３
年
生

ま
で
か
ら
６
年
生
ま
で
に
広
が
り
飛

躍
的
に
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
東

地
区
の
増
設
予
定
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
他
の
地
区
に
つ
い
て
も
、

対
応
準
備
が
で
き
て
い
る
か
を
伺
う
。

山
本

市
長

教
育
部
長

児童増加が予想される児童クラブ

副市長をトップとしたプロジェクトチーム
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政
市

を
問
う

田
口
市
長

浅 野 信 行
議 員

農
機
具
ゆ
ず
り
あ
い

　
　
　
ネ
ッ
ト
の
開
設
を

農
業
の
支
援
策
と
し
て

調
査
検
討
を

稲
敷
市
の

基
盤
産
業

で
あ
る
農
業
の
振

興
に
結
び
付
く
有

効
な
施
策
と
し
て

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
ず
は
、
茨
城
県
み
な
み
農

業
共
済
組
合
で
行
わ
れ
て
い

る
中
古
農
業
器
具
紹
介
事
業

を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
、
共

済
組
合
と
協
議
し
、
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

農
業
の
初
期
経
費
に
対

し
て
、
非
常
に
有
効
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
少

子
化
問
題
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

中
小
規
模
農
家
、
ま
た
新

規
就
農
者
に
と
っ
て
、
新

た
な
農
機
具
の
導
入
は
、
農
業
環

境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

相
ま
っ
て
、
た
い
へ
ん
な
リ
ス
ク

と
な
る
。
そ
こ
で
農
機
具
が
不
要

に
な
っ
た
人
と
必
要
な
人
と
の
橋

渡
し
を
行
う
農
機
具
ゆ
ず
り
あ
い

ネ
ッ
ト
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

こ
の
こ
と
が
人
口
減
少
の
歯
ど
め

の
一
つ
に
も
な
る

と
考
え
る
が
、
ご

所
見
を
伺
う
。

市
長

浅
野

来年には圏央道も大栄までつながり
物流も良くなる。小規模農家など販

売力が乏しい業者でも出店しやすく、地域
の隠れた名産の掘り起こしのために、市が
通販サイトの運営を始めてはどうか。すで
に特産品等で有名な市町も参加しているの
で、連携すれば当市のＰＲにつながると思
われるが、ご所見を伺う。

地域特産品の新たな販売ルートとし
て、また自治体そのもののＰＲ効果

も期待できると思われます。出店につきま
しては品目数なども重要な要素になってき
ますので、各関係機関と協議をしながら、
調査研究を進めていきます。

自治体運営型通販サイトで
特産品の販売を

田口市長 持続的発展に向け調査研究を

浅野 市長

副
市
長

ネットで農機具のゆずりあいを
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
９
議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
36
号
専
決
処
分
（
平
成
25

年
度
一
般
会
計
予
算
第
７
号
）で
は
、

歳
入
歳
出
と
も
に
17
億
２
、
１
３
９

万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
２

５
億
４
、
８
４
１
万
４
千
円
と
し
、

主
に
新
利
根
地
区
新
設
小
学
校
建
設

事
業
の
予
算
年
度
組
替
え
に
よ
る
増

額
補
正
を
行
う
こ
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

議
案
第
40
号
専
決
処
分
（
平
成
26

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
１
号
）

で
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
８
億
９
、

０
０
３
万
４
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
２
０
７
億
４
、
７
９
６
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
に
農
業
用
ハ
ウ

ス
等
復
旧
、
撤
去
の
補
助
金
、
東
地

区
の
市
街
地
液
状
化
対
策
事
業
に
係

る
調
査
経
費
、
新
利
根
地
区
小
学
校

建
設
事
業
費
を
平
成
25
年
度
事
業
に

予
算
措
置
し
た
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
委
員
か
ら
は
、
震
災
対
策
に
係

る
事
業
費
の
検
証
資
料
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
検
証
結
果
が
共
有
で
き

る
資
料
を
作
成
し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
41
号
稲
敷
市
い
じ
め
再
調

査
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で

は
、
い
じ
め
に
お
け
る
重
大
事
態
後

の
調
査
の
結
果
、
市
長
が
再
調
査
の

必
要
を
認
め
た
場
合
、
調
査
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
制
定
す
る
こ
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
42
号
稲
敷
市
特
別
職
の
職

員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
で
は
、
い
じ
め
再
調
査
委

員
会
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
43
号
稲
敷
市
保
育
所
設
置

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で
は
、

桜
川
こ
ど
も
園
の
９
月
１
日
開
園
に

向
け
定
員
を
１
０
０
名
に
改
正
す
る

こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
44
号
稲
敷
市
保
育
所
一
時

保
育
事
業
実
施
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
で
は
、
桜
川
こ
ど
も
園
の
開
園

に
伴
い
、
稲
敷
市
立
桜
川
保
育
所
を

加
え
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
45
号
稲
敷
市
立
認
定
こ
ど

も
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
で
は
、
こ
ど
も
園
の
名

称
及
び
位
置
に
つ
い
て
、
稲
敷
市
立

桜
川
こ
ど
も
園
を
加
え
る
こ
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
49
号
平
成
26
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

で
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
７
、
５
８

９
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２

０
８
億
２
、
３
８
６
万
円
と
す
る
も

の
で
、企
画
課
所
管
で
は
、下
君
山
・

松
山
地
区
に
お
け
る
産
業
用
地
調
査

委
託
費
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
委

員
か
ら
は
他
の
工
業
地
域
も
検
討

し
、
埋
蔵
文
化
財
に
も
配
慮
し
な
が

ら
調
査
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

議
案
第
53
号
動
産
の
買
い
入
れ
に

つ
い
て
で
は
、
稲
敷
市
立
新
利
根
小

学
校
校
舎
施
設
備
品
一
式
の
購
入
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、委
員
か
ら
は
、

地
元
企
業
や
業
者
に
も
配
慮
し
た
入

札
方
式
を
検
討
す
る
こ
と
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
９
議
案
全
て
全
会

一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認
・

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
松
戸
　
千
秋
　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
５
議
案
及
び
請
願
１
件
に
関
す

る
主
な
審
査
経
過
と
概
要
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

議
案
第
38
号　

専
決
処
分
、
稲
敷

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
で
は
、
改
正
に
よ
る
見
込
み
額
に

つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
法
人
税
は
、

減
額
に
な
る
が
、
同
額
程
度
の
金
額

が
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
。
軽
自
動

車
税
は
、
５
０
０
万
円
程
度
増
収
が

見
込
ま
れ
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
39
号　

専
決
処
分
、
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、課
税
限
度
額
が
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
と
介
護
納
付

金
分
が
そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
引
き
上
げ
、

低
所
得
者
世
帯
に
対
す
る
軽
減
措
置

の
見
直
し
と
の
説
明
で
し
た
。

議
案
第
46
号　

稲
敷
市
医
療
福
祉

費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
中
学
校
３
年
生
ま
で
を

県
の
事
業
で
対
応
。
助
成
対
象
外
れ

の
部
分
は
、
市
の
単
独
補
助
で
対
応

し
て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
48
号　

稲
敷
市
非
常
勤
消

防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
消
防
団
員
の
退
職
報
奨
金
の

増
額
と
の
説
明
が
あ
り
、
各
市
町
村

と
の
格
差
に
つ
い
て
の
質
疑
で
は
、

各
市
町
村
の
条
例
に
よ
る
が
、
近
隣

の
市
町
村
は
同
額
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
49
号　

平
成
26
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

の
う
ち
、生
活
環
境
課
の
所
管
で
は
、

退
職
消
防
団
員
75
人
分
の
報
償
金
と
、

阿
波
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン

タ
ー
の
減
築
及
び
周
辺
工
事
関
係
経

費
の
増
額
。
保
護
室
の
所
管
で
は
、

就
労
自
立
給
付
金
の
増
設
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
費
の
増
額
と
の
説
明
に

対
し
、
こ
の
給
付
金
の
対
象
者
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
が
６
か
月
間
、
安
定

的
に
就
労
さ
れ
た
方
に
、
一
括
し
て

支
払
う
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
５
議
案
に
お
い
て
、
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
１
号　

要
支
援
者
を
介
護

予
防
給
付
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
反

対
の
請
願
で
は
、
要
支
援
１
・
２
に

該
当
す
る
方
の
給
付
を
市
町
村
に
任

せ
る
こ
と
は
、
不
公
平
が
生
じ
る
と
の

意
見
に
対
し
、
地
域
に
転
換
す
る
こ

と
は
、
今
ま
で
以
上
の
充
実
が
期
待

で
き
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り

不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
大
湖
　
金
四
郎
　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
８
議
案
及
び
請
願
１
件
に
関
す

る
主
な
審
査
概
要
並
び
に
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
36
号
の
専
決
処
分
（
平
成

25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号
）

で
は
、農
政
課
の
農
業
災
害
復
旧
費
、

１
億
３
０
２
万
８
千
円
の
繰
越
し
、

都
市
計
画
課
の
市
営
公
園
管
理
費
３

５
３
万
６
千
円
を
繰
り
越
す
こ
と
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
37
号
の
専
決
処
分
（
平
成

25
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
、
補
正
予
算
第
５
号
）
で
は
、
一

般
会
計
繰
入
金
を
４
、
２
０
０
万
円

増
額
し
，
下
水
道
建
設
費
を
９
億

１
、
７
４
３
万
２
千
円
と
す
る
も
の

で
、
国
庫
補
助
事
業
の
調
整
に
よ
り

椎
塚
・
桑
山
地
区
の
県
道
江
戸
崎
下

総
線
の
工
事
費
を
増
額
し
、
翌
年
度

に
繰
り
越
し
し
て
施
工
す
る
も
の
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
40
号
の
専
決
処
分
（
平
成

26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
１
号
）

で
は
、
農
政
課
よ
り
本
年
２
月
の
大

雪
に
よ
る
被
災
農
業
者
に
対
し
て
の

被
災
し
た
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
等
の
農
業

施
設
の
再
建
・
修
繕
・
撤
去
の
支
援

対
策
に
係
る
増
額
補
正
で
、
補
助
金

２
億
５
、
０
４
９
万
３
千
円
を
計
上

し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
復
旧
に
係
る
ビ
ニ
ル
資

材
の
供
給
状
況
や
支
援
申
請
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
補
助
金
に
つ
い
て

は
国
の
事
務
の
遅
れ
に
よ
り
被
災
農

業
者
へ
の
交
付
が
、年
末
あ
る
い
は
、

年
度
末
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
の

答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
計
画
課

か
ら
は
、
市
街
地
液
状
化
対
策
実
証

実
験
業
務
委
託
等
に
よ
る
予
算
増
額

補
正
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
47
号
、
市
安
全
な
飲
料
水

の
確
保
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
で
は
、
罰
則
規
定
の
み
を

新
た
に
追
加
す
る
も
の
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
49
号
の
平
成
26
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
審
査

で
は
、
農
政
課
よ
り
青
年
就
農
給
付

金
４
５
０
万
円
、
経
営
体
育
成
支
援

事
業
２
、
６
６
４
万
８
千
円
を
計
上

す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
50
号
か
ら
第
52
号
ま
で

は
、
市
道
路
線
の
認
定
・
変
更
・
廃

止
の
案
件
で
い
ず
れ
も
問
題
な
く
審

査
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
議
案
8
件
に
つ
い

て
は
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
・
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
2
号
「
労
働
者
保
護
ル
ー

ル
の
現
行
制
度
の
維
持
・
改
善
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
」
に
関
す
る
請

願
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
結
果
、
不

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

討
　
論
討
　
論

議
案
第
38
号
‥
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
稲
敷
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

議
案
第
39
号
‥
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

山
口
清
吉
　

　

こ
と
し
の
４
月
１
日
か
ら
自
家
用

自
動
車
の
取
得
税
が
５
％
か
ら
３
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
こ
の
代
替

財
源
と
し
て
軽
自
動
車
の
税
率
の
引

き
上
げ
（
軽
自
動
車
は
、
７
、
２
０

０
円
か
ら
１
万
８
０
０
円
の
1.5
倍
な

ど
）
が
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
施

行
さ
れ
る
。
軽
自
動
車
等
は
、
公
共

交
通
が
衰
退
し
た
地
域
で
は
、
住
民

の
重
要
な
移
動
手
段
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
の
軽
自
動
車
税
増
税
は
、

雇
用
や
経
済
の
面
で
も
困
難
を
抱
え

る
住
民
ほ
ど
負
担
増
の
影
響
が
大
き

く
な
る
。
自
動
車
取
得
税
の
減
税
、

廃
止
の
ツ
ケ
を
軽
自
動
車
税
の
増
税

で
賄
う
こ
と
は
、
消
費
税
増
税
に
加

え
て
二
重
の
負
担
を
押
し
つ
け
る
も

の
で
あ
る
。

山
口
清
吉
　

　

本
案
は
、
国
民
健
康
保
険
税
賦
課

限
度
額
を
、
後
期
支
援
分
を
14
万
円

か
ら
16
万
円
に
、
介
護
分
を
12
万
円

か
ら
14
万
円
に
引
き
上
げ
、
医
療
分

と
合
わ
せ
て
81
万
円
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
国
民
健
康
保
険
の
財
政
難
と

国
民
健
康
保
険
税
の
高
騰
を
招
い
た

原
因
は
、
国
庫
負
担
の
引
き
下
げ
に

あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
住
民
の

命
、
健
康
を
守
る
社
会
保
障
の
根
幹

で
あ
り
、
適
切
な
国
庫
負
担
や
地
方

自
治
体
が
独
自
に
公
費
を
繰
り
入

れ
、
住
民
負
担
の
軽
減
に
努
力
す
る

の
は
制
度
の
本
旨
に
か
な
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
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視 察 研 修 報 告

研
修
日
：
平
成
26
年
６
月
26
日

～
27
日

研
修
先
：
山
形
県
山
形
市

　
　
　
　
宮
城
県
東
松
島
市
～

　
　
　
　
石
巻
市

　
6
月
26
日
と
27
日
に
、
市
民

福
祉
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察

研
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
初
日
の
26
日
に
は
、
山
形
市

の
株
式
会
社
山
形
包
徳
街
な
か

野
菜
工
場
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
を
視
察
い
た
し
ま
し

た
。

　
こ
の
施
設
は
血
糖
値
の
高
い

方
々
向
け
の
低
カ
リ
ウ
ム
野
菜

を
、
工
場
内
で
安
定
し
た
生
産

を
行
い
、
同
時
に
市
内
の
障
が

い
者
を
雇
用
す
る
に
当
た
り
、
通
勤

に
便
利
な
「
街
な
か
」
に
位
置
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
農
林
水
産

省
の
「
農
業
と
障
が
い
者
を
結
ぶ
助

成
事
業
」
の
補
助
を
う
け
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
第
6
次
産
業
を
目
指

し
、
遠
く
仙
台
の
医
療
関
係
へ
の
販

売
経
路
の
拡
大
を
模
索
中
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
雇
用
状
況
に
つ
い
て

質
問
が
出
さ
れ
、
面
接
の
際
に
は
地

元
の
多
く
の
方
が
訪
れ
る
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
自
立
を
目
指
し
た
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
の
施
設
と
し
て
の
取

り
組
み
を
学
ん
だ
研
修
で
し
た
。

　
翌
日
27
日
の
研
修
で
は
、
震
災
被

害
の
大
き
か
っ
た
東
松
原
市
か
ら
石

巻
ま
で
の
海
岸
を
語
り
部
ガ
イ
ド
に

よ
る
視
察
を
し
て
き
ま
し
た
。
大
量

に
出
た
瓦
礫
の
う
ち
、
焼
却
処
理
に

つ
い
て
は
完
了
し
、
今
後
は
金
属
な

ど
の
再
利
用
処
理
が
行
わ
れ

て
い
く
そ
う
で
す
。

　
橋
や
港
な
ど
の
公
共
施
設

が
急
ピ
ッ
チ
で
復
興
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
雑
草
が
生
い

茂
る
取
り
残
さ
れ
た
農
地

や
、
も
と
は
繁
華
街
だ
っ
た

と
こ
ろ
が
、
地
権
者
の
不
明

な
家
を
残
し
、
一
面
平
野
が

広
が
る
よ
う
な
様
を
垣
間
見

る
と
、
語
り
部
の
お
話
と
相

ま
っ
て
そ
の
悲
惨
さ
が
、
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
最

後
に
立
ち
寄
っ
た
門
脇
小
学

校
は
、
大
き
な
シ
ー
ト
で
隠

さ
れ
た
状
態
で
し
た
が
そ
こ

か
ら
垣
間
見
え
る
校
舎
の
焼

け
跡
や
斜
面
の
火
災
跡
を
み

る
と
、
当
時
の
壮
絶
な
風
景
が
目
の

前
に
迫
っ
て
く
る
か
の
様
で
し
た
。

　
今
後
、
災
害
を
被
り
、
残
さ
れ
た

者
は
「
2
重
負
債
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
昔
の
街
並
み
を
ど
う
取
り
戻

せ
る
か
が
大
変
で
す
」
と
、
被
災
者

当
人
で
も
あ
る
語
り
部
の
方
か
ら
お

聞
き
し
、
災
害
後
の
行
政
や
地
区
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

市民福祉常任委員会
視察報告

研
修
日
：
平
成
26
年
６
月
24
日

～
25
日

研
修
先
：
宮
城
県
仙
台
市

　
　
　
　
福
島
県
伊
達
市

　
初
日
は
仙
台
市
青
葉
区
の
子

育
て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
「
の
び

す
く
仙
台
」
を
訪
問
し
、
地
域

で
の
子
育
て
支
援
活
動
状
況
に

つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

仙
台
市
で
は
市
内
４
カ
所
に
子

育
て
が
安
心
し
て
で
き
る
ま
ち

の
実
現
を
図
る
た
め
の
施
設
、

「
の
び
す
く
」
を
設
置
し
、
そ

の
内
の
一
つ
で
あ
る
当
施
設

は
、
民
間
の
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
職
員
15
名
で
運
営
さ
れ
、
理

由
を
問
わ
ず
に
気
軽
に
利
用
で
き
る

未
就
学
児
の
一
時
預
か
り
（
１
時
間

６
０
０
円
）、
を
行
う
他
、
常
駐
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
子
育
て
相
談
、
子
育

て
情
報
の
収
集
と
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
４
万
２
千
人
の
会

員
登
録
が
あ
り
、
子
育
て
の
総
合
的

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
福
島
県
伊
達
市
の
廃
校

と
な
っ
た
中
学
校
校
舎
を
利
用
し
た

里
山
の
体
験
交
流
施
設
「
り
ょ
う
ぜ

ん
里
山
が
っ
こ
う
」
の
視
察
研
修
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

お
り
、
廃
校
と
な
っ
た
中
学
校
校
舎

を
移
築
し
、
ニ
ッ
ト
工
場
に
使
用
し

て
い
た
施
設
を
、
子
供
か
ら
老
人
ま

で
里
山
の
暮
ら
し
を
体
験
で

き
る
体
験
交
流
施
設
に
修
復

し
、
パ
ン
工
房
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
宿
泊
施
設
を
備
え
、
設

立
か
ら
十
五
年
目
と
な
り
、

平
成
19
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

し
、
笑
顔
前
線
、「
里
山
か

ら
あ
な
た
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
後
の
構
想
に
つ
い
て

は
、
行
政
か
ら
の
支
援
は
ほ

と
ん
ど
な
い
が
、
中
山
間
地

域
の
農
地
を
荒
ら
さ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
若
者
が
定

住
で
き
る
よ
う
、
そ
の
方
法

を
模
索
し
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
た

　
ま
た
放
射
能
の
測
定
も
2
年
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
地
域
で
の
放
射
能

に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
た

め
に
、
農
作
物
の
放
射
能
測
定
や
、

放
射
能
に
関
す
る
相
談
も
受
け
て
い

る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

総務教育常任委員会
視察報告



稲敷市議会だより　第37号17

視 察 研 修 報 告

研
修
日
：
平
成
26
年
６
月
25
日

～
26
日

研
修
先
：
神
奈
川
県
三
浦
市

　
　
　
　
千
葉
県
香
取
市

　
一
日
目
は
、
神
奈
川
県
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー　
三
浦
半
島
地

区
事
務
所
に
て
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
農
産
物
生
産
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
三
浦

半
島
で
は
、
温
暖
な
気
候
を
生

か
し
た
農
産
物
生
産
が
行
わ
れ

て
お
り
、
特
に
秋
か
ら
春
に
か

け
て
の
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
全

国
的
に
有
数
の
大
産
地
を
形
成

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
、

４
～
５
月
ど
り
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン
ニ

ク
栽
培
な
ど
実
需
に
あ
っ
た
品
種
の

新
規
導
入
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
農

業
経
営
の
向
上
に
努
め
る
工
夫
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
農
作
物
栽
培

に
特
化
し
た
農
業
経
営
は
、
稲
作
中

心
の
当
市
に
お
い
て
も
今
後
の
農
業

政
策
の
参
考
と
な
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　
２
日
目
は
、
千
葉
県
香
取
市
の
農

事
組
合
法
人
「
和
郷
園
」
に
て
、
先

進
的
な
農
業
経
営
・
６
次
産
業
化
の

取
組
み
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
和
郷
園
は
、
平
成
３
年
に
木

内
代
表
を
中
心
に
５
名
で
設
立
さ
れ

現
在
は
、
90
名
の
農
家
で
構
成
さ
れ

て
お
り
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ

リ
な
ど
を
中
心
に
栽
培
し
約

16
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
国

庫
補
助
事
業
を
活
用
し
て
冷

凍
加
工
場
を
建
設
し
、
平
成

15
年
３
月
か
ら
稼
動
さ
せ
約

２
０
０
名
の
従
業
員
を
雇
用

し
地
元
の
雇
用
促
進
に
も
寄

与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
活
用

し
、
自
社
や
取
引
先
か
ら
排

出
さ
れ
た
野
菜
残
さ
を
利
用

し
堆
肥
・
液
肥
の
製
造
や
メ

タ
ン
ガ
ス
を
活
用
し
た
自
動

車
等
の
共
同
開
発
を
行
う
な

ど
、
農
業
の
６
次
産
業
化
の
現
場
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
農
業
地
帯
に
あ
る
当
市
に
お
い
て

も
農
業
の
６
次
産
業
化
を
農
業
の
理

想
的
な
姿
と
捉
え
、
や
る
気
の
あ
る

農
家
を
支
援
し
育
て
る
こ
と
の
重
要

性
や
地
域
の
農
業
活
性
化
に
資
す
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

産業建設常任委員会
視察報告

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
ご

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ

ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

１
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の

他
の
資
料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
内
容
の
異
な
る
２
つ
以
上
の
事
項

を
請
願（
陳
情
）す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願（
陳
情
）書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出
年

月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏

名
）を
記
載
し
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合

に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
、

外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
１
名
以

上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印
が

必
要
で
す
。

６
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
１
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随

時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日
前

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の

定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

（  本　　文  ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願書（陳情者）住所
氏名　　　　　㊞

（  表　　紙  ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞
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委
員
長
　
　根
　本
　
　
　保

副
委
員
長
　
　岡
　沢
　亮
　一

委
　
　員
　
　山
　口
　清
　吉

委
　
　員
　
　大
　湖
　金
四
郎

委
　
　員
　
　根
　本
　光
　治

委
　
　員
　
　松
　戸
　千
　秋

　
あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
五

カ
月
が
経
過
し
た
。私
共
の
地
域
に
於

い
て
も
復
旧
工
事
が
殆
ど
完
了
し
て
、

今
は
静
か
な
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。

住
民
の
多
く
は
、「
市
道
や
用
排
水
路

が
震
災
以
前
よ
り
も
良
く
な
っ
た
」
と

復
旧
に
か
か
わ
っ
た
市
当
局
、関
係
機

関
の
尽
力
に
感
謝
し
て
い
る
。し
か
し
、

そ
の
一
方
で
は
被
災
し
た
建
屋
の
跡
地

が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
。さ
て
、

こ
の
地
域
は
福
島
原
発
事
故
に
よ
る

直
接
の
被
害
は
受
け
な
か
っ
た
も
の
の

風
評
被
害
は
未
だ
に
続
い
て
い
る
。
事

実
無
根
の
情
報
が
世
間
に
定
着
し
て

し
ま
い
農
産
物
の
出
荷
制
限
を
受
け

た
り
、価
格
の
下
落
を
招
い
た
り
農
業

者
に
と
っ
て
は
、一
日
も
早
い
風
評
被

害
か
ら
の
解
放
を
待
つ
し
か
な
い
。

　
時
あ
た
か
も
福
島
県
で
は
、原
発
事

故
に
伴
う
汚
染
土
壌
処
理
問
題
を

巡
っ
て
、時
の
環
境
大
臣
に
よ
る「
最

後
は
金
目
で
し
ょ
う
」
発
言
が
、地
元

住
民
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
怒
ら
せ
て
し

ま
っ
た
。こ
の
事
は
、マ
ス
コ
ミ
で
も
大

き
く
取
り
扱
わ
れ
大
臣
自
身
が
、福

島
県
は
じ
め
各
自
治
体
へ
謝
罪
の
旅

に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。つ
い
ポ
ロ
っ
と

本
音
が
出
て
し
ま
っ
た
が
、特
別
な
地

位
に
あ
る
人
は
、普
段
か
ら
言
動
を
慎

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
根
本
　
保
　
記
）

傍傍 聴聴
してして

みませんかみませんか
次回定例会開催予定は

9 2月 日　となります。

　市議会は、傍聴できます。
　この６月議会（定例会）では、期間中、のべ
23人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役所
東庁舎の２階で当日に受付けています。
　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー
にあるテレビで議会中継を傍聴することも
できます。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当
日に受付けています。傍聴については、
　①　受付時間は午前８時３０分から（先着順）
　②　傍聴の予約はできません
　③　傍聴席は２５席まで
　　　（別途、報道関係５席）
　④　議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで
　　　議会の生中継を傍聴できます　　　　　など
　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく
ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事
務局までお問い合わせください。

☎　０２９９ｰ７８ｰ３３９０（直通）
FAX　０２９９ｰ７８ｰ３３９６
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議
員
表
彰

　

こ
の
た
び
、
全
国
市
議
会
議
長
会

並
び
に
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
よ
り

永
年
に
わ
た
り
市
政
の
振
興
に
努
め

ら
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
市
議
会
議
長
会

　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

遠　

藤　

一　

行　

　

ま
た
、
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら

３
名
の
議
員
が
、
地
方
自
治
の
伸
張

発
展
及
び
市
政
の
向
上
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
市
議
会
議
長
会

関　

川　

初　

子　

伊　

藤　
　
　

均　

根　

本　

光　

治　


